
【事前評価】

事業目標
事業費
（億円）

採択予定
年度

完成予定
年度

事業内容

1 農地計画課
農業農村整備事業
(かんがい排水事業) 神野

じ ん の

新田
しんでん

豊橋市
支線水路の整備により水管理労力の軽減を図り、担い手農家の農用地利用集積率を
高める。

24.0 H28 H33
用水路工　L=5.7km
（揚水機場　1箇所）

2 農地計画課
農業農村整備事業

(特定農業用管水路特別
対策事業)

諸桑
もろくわ 愛西市

津島市
石綿による健康被害を未然に防止するとともに、農業用水の安定供給による農業経
営の安定化を図る。

10.1 H28 H33 用水路工　L＝22.7㎞

3 農地計画課
農業農村整備事業

(特定農業用管水路特別
対策事業)

中一色
なかいっしき

津島市
愛西市
蟹江町

石綿による健康被害を未然に防止するとともに、農業用水の安定供給による農業経
営の安定化を図る。

10.0 H28 H33 用水路工　L＝22.3㎞

4 道路建設課
道路事業

（道路改良事業）

一般国道247号

西
にし

知多
ち た

道路
ど う ろ

(青海
せいかい

IC[仮称]～

常滑
とこなめ

JCT[仮称])

常滑市
①地震減災対策の推進
②渋滞のないスムースな移動空間の提供
③交通安全対策の推進

230.0 H28 H39

道路新設
（2/4車線）
L=4.0km W=10.5m(完成23.5m)
1種2級 (80km/h)

【再評価】

【事後評価】

平成２７年度　第６回委員会　評価実施事業一覧表

番号 事業課
事業名

（細事業名）
地区名 事業箇所

事業概要
備考

【事業の必要性】

A：    事業着手時に比べ必要性が増大している。

B： 事業着手時に比べ必要性にほとんど変化がない。

C： 事業着手時に比べ必要性が著しく低下している。

【事業の見込み】

A：  事業は順調であり、計画通り確実な完成が見込まれる。

B：多少の阻害要因があるが、一定の期間等を要すれば、

　解決できる見通しがあり、ほぼ計画通りの完成が見込まれる。
C：阻害要因の解決が困難で、現時点では、事業進捗の

　目処がたたない。

事業費
（億円）

事業期間
事業目標の達

成状況

事業効果の発

現状況
事業実施によ

る環境の変化

上段：実績

下段：当初

上段：実績

下段：当初

○：達成

×：未達成

○：発現

×：未発現

○：影響無

×：影響有

28.8 H3～H22

25.1 H3～H14

110.0 H15～H22

77.0 H15～H22

番号 事業課
事業名

（細事業名）
地区名 事業箇所

事業概要（上段：実績、下段：当初） 評価の結果 対応方針（案）

岸壁(-11m) 190m
泊地(-11m) 85千㎡
ふ頭用地 1.1ha

○

備考

事業目標 事業内容
今後の事
業評価の
必要性

改善措置
の必要性

同種事業
に反映す
べき事項

○ ○6 港湾課
港湾事業

(港湾改修(重要)事業) 衣浦港
きぬうらこう

亀
かめ

崎
ざ き

地区
ち く

半田市
物流の効率化の促進
（取扱貨物量の増大）

なし なし なし

7 港湾課

港湾事業
(港湾改修(重要)事業)

道路事業
(道路改良事業)

との合併

臨港
り んこう

道路
ど う ろ

武豊
た け とよ

線
せん

(主要
しゅよう

地方
ちほう

道
どう

半田
はんだ

南知多
みなみちた

線
せん

)

半田市
武豊町

①モノづくりを支え、国際競争力を
　高める広域交通基盤の整備
②渋滞のないスムースな移動空間の
　提供
③地震減災対策の促進

なし

道路改良
（2/4→4/4車線）
L=4.4km W=19.25m
3種2級 (60km/h)

○ ○ ○ なし なし

事業の
必要性

事業の
見込み

事業の
効果

年度 事業期間
事業費

（億円）

進捗率
（％）

Ｂ/Ｃ

8.5 8 2.1

6.0 58 －

－ － － － －

H25 H25～H31 8.0 －

- 継続

(H27上段)

ﾊﾞｲﾊﾟｽ区間

+ｲﾝﾀｰ接続

道路区間

(H27下段)

歩道整備区

間

H25:

事業採択時

･ﾊﾞｲﾊﾟｽ整備
 (2/2車線) L=1.3km
･ｲﾝﾀｰ接続道路整備
 (2/2車線) L=0.2km
･歩道整備
 (2/2車線) L=0.6km
W=14.5m
3種3級（50km/h）

H23
事業計画
の変更

事業費の
増加に
よる

Ｂ Ａ5 道路建設課
道路事業

(道路改良事業)
一般県道

豊川
とよかわ

蒲郡線
がまごおりせん

豊川市

【達成（主要）目標】
①モノづくりを支え、国際競争力
　を高める広域交通基盤の整備
②交通安全対策の推進

事業箇所 事業目標
再評価

該当基準
長期化等
の理由

各評価項目の判定結果 対応
方針
(案)

事業内容
採択
年度

H27 H25～H32

参考事項：H27年度と前回再評価時との比較
（上段：今回、中段：前回再評価時、下段：事前評価時）

備考番号 事業課
事業名

（細事業名）
地区名


